
国では、毎年９⽉９⽇を「救急の⽇」とし、この⽇を含む⼀週間を「救急医療週間」と定めています。
この「救急の⽇」発祥の地は⿅児島なのです。

 毎年肝属東部医師会では、期間中に市⺠講座など開催しておりますが、本年度は新型コロナウイルス感染症
の流⾏のため中⽌することとなりました。（⼀般社団法⼈ 肝属東部医師会）

新型コロナウイルス（COVID-19）が流行している状況では
すべての心停止傷病者に感染の疑いがあるものとして対応
● 倒れている⼈がマスクをしていたら、外さずに胸⾻圧迫を開始し、マスクをし

ていなければ、⼝と⿐に布をかぶせてから開始しましょう。
● 成⼈の⼼停⽌に対しては、⼈⼯呼吸を⾏わずに胸⾻圧迫とＡＥＤによる電気

ショックを実施して下さい。
● ⼩児の⼼停⽌に対しては、⼈⼯呼吸ができる場合は胸⾻圧迫に⼈⼯呼吸を

組み合わせて実施して下さい。感染の危険などを考え⼈⼯呼吸を⾏うことに
ためらいがある場合には、胸⾻圧迫だけを続けて下さい。

除細動ボタンを押すときは、
「みんな離れて」と声を出し、
 ⼿振りも使って離れるように
指⽰します。

お問い合わせは、地域医師会、⽇本⾚⼗字社、消防署まで。
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